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生涯、子どもを描き続けた画家いわさきちひろ。

時には幼い頃の思い出をいきいきと描き、また時

には温かなまなざしで子どもを見つめ、その輝き

をとらえました。詩人金子みすゞも、みずみずし

い感性でいのちや自然を見つめ、心に響く数々の

詩をつづりました。ちひろの絵とみすゞの詩は、

現代に生きる私たちが見失いかけている大切なも

のを描き出しています。本展では、「幼い心」、「春

の野山」、「花」、「夢」といったテーマから、

ふたりの作品をご紹介します。時を経て実現した

コラボレーションをお楽しみ下さい。

　
私
と
小
鳥
と
鈴
と

私
が
両
手
を
ひ
ろ
げ
て
も
、

お
空
は
ち
っ
と
も
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べ
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、

飛
べ
る
小
鳥
は
私
の
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う
に
、

地
面
を
速
く
は
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れ
な
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。

私
が
か
ら
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を
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す
っ
て
も
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き
れ
い
な
音
は
出
な
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け
ど
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あ
の
鳴
る
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よ
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た
く
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鈴
と
、
小
鳥
と
、
そ
れ
か
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私
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み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
。

ちひろ美術館・東京　展覧会のご案内

2010年3月2日(火)～5月9日(日)

CHIHIRO MISUZUいわさきちひろ　1918－1974

大正７(1918)年、福井県武生市(現在の越前市)に
生まれ、東京で育つ。東京府立第六高等女学校卒。
藤原行成流の書を学び、絵は岡田三郎助、中谷泰、
丸木俊に師事。「世界中の子ども　みんなに　平
和としあわせを」という願いをこめて、子どもを
生涯のテーマとして描く。昭和49(1974)年肝ガン
のため、55歳で世を去った。

金子みすゞ　1903－1930

明治36(1903)年、山口県大津郡仙崎村(現在の
長門市)に生まれる。大正末期から昭和初期に
かけて、童謡雑誌を中心にすぐれた詩を発表。
西條八十に「若き童謡詩人の中の巨星」と称賛
される。昭和５(1930)年、26歳で世を去った。
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図版上から　いわさきちひろ「草むらの小鳥と少女」1971年、「小鳥とあかちゃん」1971年、「そっぽを向く少年と人形を抱く少女」1970年、詩は全て『金子みすゞ童謡全集』(JULA出版局)より

協力：金子みすゞ著作保存会、(株)JULA出版局


